　　　　　　　御中

１．工事名称　　

２．工事場所　　
３．施工期間　　平成　　年　　月　　日　　から平成　　年　　月　　日

４．施工内容　　　
	施工部位
	仕様
	数量

	
	
	

	
	
	

	
	
	


５．性能保証期間　　平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月　　日までの１０年間

６．保証内容　　

　　設計から施工に関し、関係者がそれぞれ適正に責務を果たし工事を遂行したにもかかわらず、施設引渡し後、性能保証期間内に対象コンクリート構造物の劣化状態を進行させる不具合が発生した場合には、協議による原因調査・究明の結果、施工管理、施工、使用材料の品質上の問題によるとの結論に至った場合、対策について協議決定の上、「日本下水道事業団　　下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル」（平成24年4月）及び本書に基づき免責事項に該当するものを除き、責任をもって防食性能の回復を図ります。

７．免責事項　　　

施設管理者による日常点検及び定期点検の実施及び点検記録のないもの、不具合発生から

１年以上経過し調査依頼のないもの、および付属書（免責事項）に順ずる項目とします。

平成　　年　　月　　日

　　請負者　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　施工者　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　材料製造者　　　昭和電工建材株式会社　建設資材営業部

　　　　　　　　　　仙台営業所 仙台市宮城野区宮千代3-2-14

　　　　　　　　　　TEL/022-236-7108：FAX/022-283-0694

　（付属書）
コンクリート防食被覆工法性能保証の免責事項

＜免責事項＞

1． 供用開始後、腐食環境条件が設計当初の条件より厳しい環境条件に変化したことが

起因とする損傷。

2． 施工時の施工環境の改善対策が長期間維持困難であったことが起因とする損傷。

3． コンクリート構造物の欠陥・変化・損傷等が起因とする損傷。

4． 天災地変・その他不可抗力による損傷。

5． 材料の品質及び施工に起因しない事由による損傷。

6． 請負者、施工者以外の第三者による防食被覆範囲躯体のはつり、アンカー打設他端部処理等が起因と考えられる損傷。

7． 故意又は過失による人為的事故に起因する損傷。

8． 腐食抑制方法の変化が原因と考えられる損傷。

9． 正常な範囲における防食被覆層の経時変化。

※経年的な変色、軽微なフクレ、防食被覆層の細かなひび割れ（コンクリートまで貫通していないひび割れ）など、防食被覆層がコンクリートを保護する機能を維持している場合。

※腐食環境分類

	分類
	腐食環境

	Ⅰ類
	年間平均Ｈ２Ｓガス濃度が50ppm以上で、硫酸によるコンクリート腐食が

極度に見られる腐食環境。

	Ⅱ類
	年間平均Ｈ２Ｓガス濃度が10ppm以上50ppm未満で、硫酸によるコンクリート腐食が

顕著に見られる腐食環境。

	Ⅲ類
	年間平均Ｈ２Ｓガス濃度が10ppm未満であるが、硫酸によるコンクリート腐食が明らかに見られる腐食環境。

	Ⅳ類
	硫酸による腐食はほとんど生じないが、コンクリートに接する液相が酸性

状態になりえる腐食環境。


※日本下水道事業団　下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアルより　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年4月）

念　　書

昭和電工建材株式会社　殿

コンクリート防食被覆工事内容

１．工事名称　　

２．工事場所　
３．施工期間　　　平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月　　日

４．施工内容　　　
	施工部位
	仕様
	数量

	
	
	

	
	
	

	
	
	


５．性能保証期間　　平成　　年　　月　日から平成　　年　　月　日までの１０年間

６．請負者　　　　　

７．保証書宛先　　　
弊社施工に関わる上記コンクリート防食被覆工事に連帯保証をお願いしましたが、昭和電工建材株式会社には製品に対する保証をお願い致すのみで、施工その他に関しては一切ご迷惑かけぬ事を誓約致します。

平成　　年　　月　　日

　　施工者　　　　　

コンクリート防食被覆工法性能保証書











